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　高梁市社会福祉協議会は２月８日、平成１８年度「ふれあい福祉講座」を高梁総合
文化会館で開催し、講座や講演などを行いました。 
　この日は民生委員児童委員、福祉委員やボランティア団体から約６００人の方が参加
されました。（２面に関連記事） 
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1 9 . 3 . 1 5 第12号 （2）

こ
の
講
座
は
合
併
前
の
高
梁
市
社

協
で
は
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
全
市
を
対
象
と
し
、

各
支
会
か
ら
福
祉
委
員
ら
六
百
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
落
語
家
の
林
家
花

丸
さ
ん
が
「
笑
い
で
癒
す
健
康
」
と

題
し
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
講
演
を

さ
れ
ま
し
た
。

花
丸
さ
ん
は
近
年
、
う
つ
病
の
方

が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
そ
う
し
た

人
へ
の
周
囲
の
接
し
方
と
し
て
は

「
全
く
関
係
の
な
い
話
を
し
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
話
に
も

入
っ
て
き
や
す
い
し
、
相
談
に
も
乗

っ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま

た
趣
味
を
持
っ
て
、
好
き
な
こ
と
に

打
ち
込
み
気
持
ち
の
切
り
替
え
を
す

る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
」
と
。

そ
し
て
「
笑
い
に
は
緊
張
を
和
ら
げ

ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
効
果
が
あ
り
、

笑
う
機
会
を
自
ら
つ
く
る
こ
と
が
健

康
に
役
立
つ
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
後
の
落
語
で
は
、
参
加
者

を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
み
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

「
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
」
の

ご
利
用
に
つ
い
て

講
座
で
は
、
高
梁
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
佐
藤
二
郎
所
長
補
佐

か
ら
、
十
八
年
度
の
介
護
保
険
法
の

改
正
に
伴
い
設
立
さ
れ
た
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ

ー
の
役
割
や

業
務
に
つ
い

て
の
説
明
が

あ
り
ま
し

た
。佐

藤
さ
ん

は
「
当
セ
ン

開
会
に
あ
た
り
平
田
会
長
が
「
市

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築

く
た
め
に
は
、
相
互
で
支
援
す
る
と

い
う
気
持
ち
が
不
可
欠
で
、
社
会
福

祉
協
議
会
も
基
盤
を
強
化
し
、
地
域

福
祉
に
つ
な

げ
て
い
き
た

い
」
と
あ
い

さ
つ
を
し
ま

し
た
。

ま
た
来
賓

福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
四
月
一
日

か
ら
引
続
き
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、

継
続
会
費
の
納
入
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
会
費
を
納
入
さ
れ
て
い
な
い
と

四
月
一
日
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
会
費
　
一
、
〇
〇
〇
円
／
年

サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る
方
は
社

会
福
祉
協
議
会
本
所
・
各
支
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
住
民
が
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
共
に
励
ま
し
合
い
支
え
合
う
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。（
１
面
関
連
）

の
秋
岡
市
長
は
「
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
は
あ
る
が
希
望
の
持
て
る
高

梁
を
つ
く
る
た
め
に
も
健
康
福
祉
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

タ
ー
で
は
、
介
護
予
防
の
相
談
や
介

護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
策
定
を
行
っ

て
お
り
、
ま
た
介
護
保
険
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
制
度
や
地
域
資
源
を
利

用
し
た
総
合
的
な
支
援
も
行
っ
て
い

ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

地域包括支援センター業務について
話す佐藤所長補佐

開
会
あ
い
さ
つ
を
す
る
平
田
会
長

花丸さんによる「落語」



（3） 第12号 1 9 . 3 . 1 5

平
成
十
八
年
度
の
赤
い
羽
根
共
同

募
金
の
募
金
額
が
確
定
し
ま
し
た
の

で
報
告
い
た
し
ま
す
。

こ
の
配
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
岡

山
県
共
同
募
金
会
で
十
九
年
度
当
初

に
決
定
さ
れ
、
配
分
が
受
け
ら
れ
る

予
定
で
す
。

平
成
十
八
年
度
の
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
の
募
金
額
が
確
定
し
ま
し
た

の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。
皆
様
か
ら

三
、〇
七
三
、一
八
三
円
の
募
金
を
ご

協
力
い
た
だ
き
、
岡
山
県
共
同
募
金

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

二
月
二
十
二
日
、
地
域
福
祉
権
利

擁
護
事
業
生
活
支
援
員
研
修
会
を
高

梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。

会
か
ら
配
分
を
受
け
、
在
宅
寝
た
き

り
高
齢
者
と
難
病
世
帯
へ
の
慰
問
金

と
し
て
、
ま
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、
福

祉
団
体
へ
対
し
て
配

分
を
決
定
し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

戸 別 募 金  

街 頭 募 金  

法 人 募 金  

学 校 募 金  

職 域 募 金  

その他募金 

実 績 額  

４，９６３，２２２円 

５８，０８８円 

１，１３３，２００円 

２１，２１５円 

５３１，２２２円 

４８，１７９円 

（内　訳） 

６，７５５，１２６円 

高
梁
小
、
富
家
小
の
児
童
会

高
梁
小
と
富
家
小
の
児
童
会
か
ら
、

こ
の
ほ
ど
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
カ
ル
タ
や
ゲ
ー
ム
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。

高
梁
小
児
童
会
か
ら
は
、
高
梁
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
代
表
者
六
人
の

訪
問
が
あ
り
「
思
い
出
カ
ル
タ
」
と

「
ゲ
ー
ム
レ
ー
ル
」
を
。
ま
た
富
家
小

児
童
会
か
ら
は
、
五
、
六
年
生
二
十

一
人
が
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
を
訪
問
し
、
交
流
の
後
、「
リ
ハ
ビ

リ
ゲ
ー
ム
」
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
児
童
会
が
空
き
缶
の
回

収
を
行
い
、
そ
の
収
益
金
で
購
入
さ

れ
た
も
の
で
、
福
祉
協
議
会
で
は
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ゲームを贈る富家小児童会の代表者目録を贈る高梁小児童会の代表者

こ
の
研
修
会
は
、
地
域
生
活
支
援

に
つ
い
て
の
研
修
と
情
報
交
換
を
目

的
に
、
昨
年
度
よ
り
高
梁
市
社
協
と

新
見
市
社
協
が
合
同
で
開
催
し
て
お

り
、
二
地
域
の
生
活
支
援
員
及
び
社

協
職
員
約
三
十
人
が
参
加
。

今
回
は
林
忠
治
司
法
書
士
を
講
師

と
し
て
迎
え
、
成
年
後
見
制
度
と
そ

の
関
係
実
務
に
つ
い
て
研
修
を
し
ま

し
た
。
実
例
を
基
に
し
た
成
年
後
見

制
度
の
活
用
方
法
や
相
続
・
遺
言
に

つ
い
て
解
り
や
す
く
説
明
が
あ
り
、

参
加
し
た
生
活
支
援
員
は
「
支
援
を

行
う
者
の
立
場
に
立
っ
た
内
容
で
良

か
っ
た
。
今
後
、
地
域
支
援
を
行
う

上
で
参
考
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

成年後見制度について
説明をする林先生



1 9 . 3 . 1 5 第12号 （4）

地
域
住
民
百
人
が
参
加

二
月
二
十
五
日
、
宇
治
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
と
彩
り
宇
治
福
祉
の
会

は
、
宇
治
町
総
合
会
館
で
「
健
康
福

祉
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
、
地
域
住

民
約
百
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

健
康
福
祉
の
つ
ど
い
は
、
健
康
で

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
毎
年

開
催
さ
れ
て
お
り
今
回
が
五
回
目
で
、

こ
の
日
は
講
演
や
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か

各
ク
ラ
ブ
に
よ
る
作
品
の
展
示
が
あ

り
ま
し
た
。

講
演
で
は
中
世
夢
が
原
（
井
原
市
）

の
日
高
奉
文
さ
ん
に
よ
る
、
い
き
い

き
人
生
「
自
分
の
行
き
方
を
探
る
」

と
題
し
て
、
日
高
さ
ん
は
十
五
年
前

に
今
の
仕
事
に
就
か
れ
て
い
ま
す
が
、

帰
岡
さ
れ
る
ま
で
の
東
京
で
の
生
活

や
、
海
外
に
滞
在
さ
れ
た
数
々
の
経

験
を
通
し
て
今
の
自
分
が
見
つ
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
事
も
経
験

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
岡
山
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
ク
ラ
ブ
の
桧
山
武
雄
会
長
を
招
い

て
│
歌
お
う
み
ん
な
で
│
「
歌
声
喫

茶
」
を
開
催
。
昭
和
か
ら
現
代
ま
で

の
歌
謡
曲
を
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
伴
奏

に
合
わ
せ
皆
さ
ん
で
合
唱
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ご
高
齢
の
方
は
昭
和
初
期

の
歌
に
昔
を
思
い
出
し
懐
か
し
み
な

が
ら
、
口
ず
さ
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

桧
山
さ
ん
は
、
岡
山
、
倉
敷
、
赤

磐
市
の
喫
茶
店
や
公
民
館
に
出
向
い

て
「
岡
山
う
た
ご
え
喫
茶
」
を
開
き
、

お
年
寄
り
ら
と
合
唱
を
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。

桧山会長の伴奏により全員で合唱した「歌声喫茶」

講演される日高さん

シルバー人材センターに入会しませんか 

高梁市シルバー人材センター 高梁市シルバー人材センター 高梁市シルバー人材センター 

働く意欲のある高齢者に、知識、経験、技能を活かした臨時的・短期的な仕事を提供します。 
 
☆会員を募集中 
　高梁市にお住まいの原則として六十歳以上の方で、健康で働く意欲のある方ならどなたでも
入会できます。たくさんの出会いと生きがいがあなたを待っています。 
 
☆仕事の受注 
　技能・経験・資格を活かし、皆様のご要望に応じお仕事をお引き受けいたします。 
電話でお申込になれます。植木の手入れ、障子の張り替え、草刈りなどお気軽に相談ください。 
 
☆問い合わせ 
 高梁地区（高梁総合福祉センター内）　　　 電話　22－7243 
 成羽地区（成羽総合福祉センター内）　　　  電話　42－2005 
 川上地区（川上デイサービスセンター内）　　 電話　48－9770 
 備中地区（備中高齢者生活福祉センター内） 　電話　45－3131



（5） 第12号 1 9 . 3 . 1 5

支　会　だ　よ　り

二
月
二
十
一
日
、
農
産
物
販
売

所
「
か
ぐ
ら
街
道
布
寄
直
売
所
」

の
組
合
員
十
人
が
、
さ
さ
ゆ
り
苑

へ
餅
つ
き
慰
問
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

餅
つ
き
に
は
年
末
と
旧
正
月
の

時
期
に
毎
年
来
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
入
居

者
の
方
は
つ

き
た
て
の
餅

を
美
味
し
く

い
た
だ
か
れ
、

組
合
員
皆
さ

ん
の
心
温
ま

る
慰
問
に
感

謝
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

備
中
町
の
児
童
生
徒
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
備
中

餅つきを楽しむ入居者

富家小学校 備中中学校

湯野小学校

備
　
　
中

成
　
　
羽

布
寄
直
売
所
組
合
員

有
　
　
漢

有
漢
八
幡
町
内
会
で
は
、
集
落

福
祉
活
動
普
及
促
進
事
業
と
し
て
、

一
月
十
四
日
、
伝
承
行
事
の
「
と

三世代で交流する
八幡町内会の皆さん

西山小学校

ん
ど
焼
」
で
地
域
の
三
世
代
が
交

流
し
ま
し
た
。

寒
空
の
も
と
、
子
供
か
ら
高
齢

者
ま
で
四
十
二
人
が
お
飾
り
や
書

き
初
め
を
各
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ

て
と
ん
ど
焼
を
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
男
性
が
女
性
の
指
導
の
も
と

で
料
理
を
作
り
、
お
で
ん
や
甘
酒

を
振
舞
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
行
事
を
子
供
た
ち

に
伝
承
で
き
、
ま
た
地
域
の
皆
さ

ん
が
集
ま
っ
て
交
流
す
る
機
会
が

持
て
て
よ
か
っ
た
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
訪
問

し
て
、
利
用
者
と
の
交
流
や
施
設

の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

児
童
ら
の
元
気
な
合
唱
や
演
奏
、

銭
太
鼓
の
発
表
に
続
き
ゲ
ー
ム
な

ど
で
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
利
用

者
の
皆
さ
ん
は
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。



1 9 . 3 . 1 5 第12号 （6）

一
月
十
九
日
、
津
川
町
総
合
会
館

で
津
川
地
区
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

新
年
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

利
用
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
五
十

人
の
参
加
が
あ
り
、
昨
年
か
ら
共
に

練
習
を
重
ね
て
き
た
銭
太
鼓
や
舞
踊

を
発
表
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
よ
る
狂
言
も
熱
演
さ
れ
ま
し
た
。

支
会
で
は
、
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
利
用
者
や
施
設
入

居
者
、
職
員
を
対
象
に
防
火
安
全
知

識
の
習
得
の
た
め
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

研
修
に
は
多
数
の
参
加
が
あ
り
、

講
師
の
市
消
防
本
部
職
員
か
ら
、
火

災
の
予
防
対
策
や
消
火
器
の
取
り
扱

い
、
ま
た
万
一
火
災
が
発
生
し
た
場

合
の
消
防
機
関
へ
の
通
報
な
ど
解
り

や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
防
火
に
つ
い
て
勉
強
に

な
っ
た
。
乾
燥
し
て
火
事
が
発
生
し

や
す
い
時
季
な
の
で
気
を
つ
け
た
い
」

と
話
さ
れ
、
防
火
に
対
す
る
認
識
を

高
め
ら
れ
た
の
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

津
川
地
区
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

り
、
脳
の
血
行
を
よ
く
す
る
は
た
ら
き

が
あ
り
ま
す
。

Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
多
く
含
ま
れ
る
魚

イ
ワ
シ
、
サ
バ
、
サ
ン
マ
、
マ
グ
ロ
、

ハ
マ
チ
な
ど

お
酒
を
飲
む
な
ら
赤
ワ
イ
ン
が
お
す
す
め

ワ
イ
ン
の
飲
み
過
ぎ
は
体
に
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
適
量
を
楽
し
く
飲
む
な

ら
、
認
知
症
予
防
に
と
っ
て
効
果
的
だ

と
い
え
ま
す
。

カ
ナ
ダ
の
研
究
で
は
、
週
一
回
以
上

ワ
イ
ン
を
飲
む
人
は
毎
週
は
飲
ま
な
い

人
に
比
べ
て
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
に
な
る
危
険
度
が
約
半
分
で
す
む

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

特
に
赤
ワ
イ
ン
に
多
く
含
ま
れ
て
い

る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
に
は
、
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
の
脳
に
見
ら
れ
る
ア

ミ
ロ
イ
ド
斑
が
で
き
る
の
を
抑
え
る
は

た
ら
き
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

（
宇
良
千
秋
氏
の
講
演
よ
り
）

ど
ん
な
食
べ
物
が
効
果
的
な
の
？

野
菜
・
果
物
を
食
べ
よ
う

野
菜
、
果
物
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、
ベ
ー
タ
カ
ロ
チ
ン

に
は
、
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、
認
知
症

の
予
防
に
効
果
的
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
多
く
含
ま
れ
る
食
物

レ
モ
ン
、
い
ち
ご
、
じ
ゃ
が
い
も
、

さ
つ
ま
い
も
、
れ
ん
こ
ん
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

チ
ン
ゲ
ン
菜
、
小
松
菜
、
ピ
ー
マ
ン
、

春
菊
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
多
く
含
ま
れ
る
食
物

ア
ボ
ガ
ド
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
さ
つ
ま
い

も
、
春
菊
、
た
け
の
こ
、
に
ら
、
ほ
う

れ
ん
草
な
ど

β
カ
ロ
チ
ン
が
多
く
含
ま
れ
る
食
物

青
ネ
ギ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
オ
ク
ラ
、

か
ぼ
ち
ゃ
、
小
松
菜
、
春
菊
、
ピ
ー
マ

ン
、
だ
い
こ
ん
葉
、
チ
ン
ゲ
ン
菜
、
に

ら
、
人
参
、
パ
セ
リ
、
ほ
う
れ
ん
草
、

ト
マ
ト
な
ど

魚
を
食
べ
よ
う

魚
を
食
べ
て
い
る
人
は
認
知
症
に
な

り
に
く
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
サ
バ
な
ど
の
青
魚
に
含
ま
れ
て

い
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
不
飽
和
脂
肪

酸
）
は
、
脳
の
神
経
伝
達
を
よ
く
し
た

川
　
　
上

高
　
　
梁

狂言を熱演するボランティアの方々

市消防職員による研修会
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高梁市社会福祉協議会へ平成19年1月と2月にいただいたご寄付についてお知らせします。心か
ら感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
有
漢
町
　
戸
田
　
義
則

（
故
・
多
喜
子
様
の
ー
）

十
万
円
　
高
倉
町
　
中
村
　
圭
吾

（
故
・
寿
様
の
ー
）

金
一
封
　
鍜
冶
町
　
中
村
　
久
代

（
故
・
忍
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
藤
川
　
量
弘

（
故
・
勲
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
横
見
　
　

（
故
・
雄
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
西
　
　
英
之

（
故
・
敏
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
入
澤
眞
智
子

（
故
・
暁
様
の
ー
）

金
一
封
　
鉄
砲
町
　
田
邉
　
吉
章

（
故
・
晋
介
様
の
ー
）

金
一
封
　
石
火
矢
町

岡
村
禎
一
郎

（
故
・
榮
義
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
西
　
　
進
久

（
故
・
滋
夫
様
の
ー
）

五
万
円

玉
川
町
　
樋
口
　
由
美

（
故
・
幸
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
石
川
　
勝
美

（
故
・
福
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
正
宗
町
　
森
上
い
わ
の

（
故
・
都
様
の
ー
）

五
万
円

中
井
町
　
大
森
　
林

（
故
・
定
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
新
　
町
　
山
本
　
寿
子

（
故
・
久
義
様
の
ー
）

（
故
・
改
治
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
古
米
　
博
明

（
故
・
修
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
寄
　
岡
崎
　
照
和

（
故
・
美
香
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
清
水
　
利
江

（
故
・
紹
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
小
川
　
節
夫

（
故
・
千
枝
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
河
内
百
合
香

（
故
・
政
夫
様
の
ー
）

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
高
　
山
　
杉
　
　
茂
典

（
故
・
豊
様
の
ー
）

金
一
封
　
領
　
家
　
藤
井
　
清
蔵

（
故
・
冨
貴
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
新
屋
　
隆
三

（
故
・
壽
美
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
加
藤
　
義
彰

（
故
・
勲
様
の
ー
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
岡
x

省
吾

（
故
・
壽
太
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
富
田
　
健
三

（
故
・
倍
充
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
広
江
玄
二
朗

（
故
・
宏
様
の
ー
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
芳
賀
　
浩
治

（
故
・
邦
次
様
の
ー
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
山
室
　
訓
司

（
故
・
哲
壽
様
の
ー
）

金
一
封
　
七
　
地
　
上
川
　
　
豊

（
故
・
良
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
山
室
　
節
子

金
一
封
　
岡
山
市
　
長
吉
　
　
旭

（
故
・
亀
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
町
　
国
枝
　
秀
雄

（
故
・
獅
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
本
倉
　
新
一

（
故
・
寛
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
野
口
　
昭
一

（
故
・
満
様
の
ー
）

金
一
封
　
倉
敷
市
　
岡
本
　
純
平

（
故
・
茂
登
枝
様
の
ー
）

金
一
封
　
新
　
町
　
松
永
　
雅
伯

（
故
・
隆
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
豊
田
　
重
雄

（
故
・
ヲ
ブ
ン
様
の
ー
）

《
川
面
地
区
へ
》

金
一
封
　
川
面
町
　
藤
川
　
量
弘

（
故
・
勲
様
の
ー
）

《
巨
瀬
地
区
へ
》

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
山
本
　
幸
利

（
故
・
正
光
様
の
ー
）

《
中
井
地
区
へ
》

五
万
円
　
中
井
町
　
内
藤
　
茂

（
故
・
勉
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
赤
木
　
　
昇

（
故
・
春
乃
様
の
ー
）

三
万
円
　
中
井
町
　
大
森
　
林

（
故
・
定
雄
様
の
ー
）

《
玉
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
玉
川
町
　
中
戸
　
義
雄

（
故
・
清
翁
様
の
ー
）

三
万
円
　
玉
川
町
　
樋
口
　
由
美

（
故
・
幸
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
石
田
　
　
稔

（
故
・
於

様
の
ー
）

《
宇
治
地
区
へ
》

金
一
封
　
宇
治
町
　
齊
藤
　
安
子

（
故
・
静
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
大
府
　
孝
之

（
故
・
文
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
平
野
　
孝
志

（
故
・
志
乃
女
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
豊
田
　
重
雄

（
故
・
ヲ
ブ
ン
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
土
田
　
勝
利

（
故
・
ア
キ
様
の
ー
）

《
松
原
地
区
へ
》

金
一
封
　
松
原
町
　
v
平
　
初
夫

（
故
・
春
子
様
の
ー
）

《
落
合
地
区
へ
》

金
一
封
　
落
合
町
　
植
田
　
康
弘

（
故
・
孝
義
様
の
ー
）

《
有
漢
支
会
へ
》

金
一
封
　
有
　
漢
　
戸
田
　
義
則

（
故
・
多
喜
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
近
藤
　
一
郎

（
故
・
重
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
森
本
　
　
晶

（
故
・
皆
代
様
の
ー
）

《
成
羽
支
会
へ
》

金
一
封
　
佐
々
木
　
平
松
　
正
寛

（
故
・
英
志
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
寄
　
川
上
　
龍
伍

（
故
・
忠
志
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
継
山
　
　
昭

（
故
・
賢
二
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
仲
田
　
良
治
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（
故
・
馬
山
キ
ヨ
コ
様
の
ー
）

金
一
封
　
七
　
地
　
川
上
　
修
成

（
故
・
吉
章
様
の
ー
）

金
一
封
　
領
　
家
　
大
月
　
康
得

（
故
・
明
様
の
ー
）

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
布
　
瀬
　
平
松
　
美
乃

（
故
・
勉
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
丹
上
　
正
夫

（
故
・
一
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
倉
敷
市
　
恩
地
　
保
夫

（
故
・
絹
與
様
の
ー
）

金
一
封
　
東
油
野
　
池
田
　
和
子

（
故
・
久
様
の
ー
）

金
一
封
　
東
油
野
　
田
村
千
恵
子

（
故
・
昭
二
様
の
ー
）

金
一
封
　
西
　
山
　
赤
木
　
久
代

（
故
・
久
志
様
の
ー
）

金
一
封
　
長
　
屋
　
瀬
戸
川
　
司

（
故
・
文
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
谷
本
　
昭
雄

（
故
・
房
惠
様
の
ー
）

金
一
封
　
東
油
野
　
清
水
　
喜
昭

（
故
・
ス
エ
様
の
ー
）

〔
一
般
寄
付
〕

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
　
　
　

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
　
第
二
七
二
・
二
七
三
回
目
）

《
川
面
地
区
へ
》

金
一
封

川
面
町
　
川
西
　
　
操

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
巨
瀬
地
区
へ
》

金
一
封

巨
瀬
町
　
大
内
　
道
登

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
中
井
地
区
へ
》

五
万
円

中
井
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
会

金
一
封

中
井
町
　
山
口
　
幸
江

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
へ
》

一
万
円
　
真
庭
市

（有）
北
房
ラ
ン
ド
リ
ー

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

佐
藤
　
　
操

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

岡
本
あ
さ
乃

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

植
木
　
太
作

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

中
山
美
代
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

野
田
　
定
茂

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
へ
》

五
十
二
万
九
千
三
百
六
十
円
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
委
員
会

委
員
長
　
圓
橋
克
治

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
収
益
金
と
し
て
）

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
下
大
竹

前
原
　
　
昇

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹

川
上
コ
ヨ
シ

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
地
　
頭

森
川
　
盛
久

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹

前
原
　
基
成

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
布
　
賀
　
内
田
　
芳
男

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
原
田
　
富
重

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
東
油
野
　
村
上
フ
ミ
コ

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
平
　
川
　
平
奥
　
　
保

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

Ａプラン……300円 
Ｂプラン……500円 
Ｃプラン……700円 
　天災危険補償タイプもあります。 

掛　金 

特長 

お問合せやご相談は・・・ 
高梁市社会福祉協議会 
　　　　  （本所・各支所）まで 

ボラン
ティア活動保険

●ボラ
ンティ

ア活動中の
…ケガや賠償事故を幅広く補償！

●活動場所と自宅との往復途上の事故も補償 
●ボランティア自身の食中毒や熱中症も補償 
●地震等天災によるケガも補償（天災タイプ加入の場合） 

身
体
障
害
者
巡
回
更
生
相
談

お
知
ら
せ

相
談
日

五
月
八
日
（
火
）

受
　
付

十
時
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